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「湖南市地域自然エネルギー地域活性化戦略
プラン」策定意義 
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理念 

• 地域自然エネルギー基本条例に基づき自然エネルギー等を積極的に活用し、  
その利益を循環させることにより、地域の持続的発展につながる社会の構築   
をめざす。 

基本方針 

• エネルギー・経済の循環による地域活性化の推進 

• 自立分散型のエネルギー確保 

• 地球温暖化防止への貢献 

めざす姿 

• 地域にある自然エネルギーを活用した持続可能なまちづくり 

計画期間 

• 平成27年度より５年間 

振興方策 

• ５つの方策 

地域活性化戦略プラン 基本的事項 

3 



    

4 



振興方策 

①地域のポテンシャルを最大限に活かした自然エネルギー等の導入 

②地域産業の活性化、雇用の創出に資する自然エネルギー等の導入 

③エネルギーの地産地消を推進する自然エネルギー等の導入 

④災害時に備え、市民の安全・安心につながる自然エネルギー等の導入 

⑤市民への普及啓発効果の高い自然エネルギー等の導入 
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振興方策を踏まえた具体的な取り組み 

(1)小規模分散型市民共同発電プロジェクト 

•小規模分散型市民共同発電所設置支援 

(2)公共施設への率先導入プロジェクト 

•公共施設の改修や建替え時等、自然エネルギー等の導入推進 

(3)小水力発電導入プロジェクト 

•農山村地域における水資源を活かした自然エネルギー等の導入推進 

(4)バイオマス燃料製造プロジェクト 

•地域の多様な主体と連携した地域内での生産から加工、消費まで担うシステムの構築 

(5)スマートグリッド街区のモデル的整備プロジェクト 

•電気と熱の効率的な供給を可能とするスマートグリッド街区のモデル的整備推進 

(6)可能性検討プロジェクト 

•太陽熱利用に向けた検討 

•中小規模の風力発電導入に向けた検討 

•森林バイオマスの利用拡大に向けた検討 
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(1)小規模分散型市民共同発電プロジェクト 

 

 

 

 

 

 
 コナン市民共同発電所参号機・四号機 

 公共施設の屋根に設置 

 地域の金融機関 

 地域の電気事業者 

①プロジェクトの概要 

湖南市では、全国に先駆けて市民共同発電事業に取り組んできており、地域商品券

で配当を行い、地域の活性化に資する仕組みを構築してきました。今後もこれらの取

り組みを継続させ、地域の経済循環に資する取り組みを展開していきます。 

大規模に導入できる施設等が少なくなってきており、今後の普及に向けては、小規

模分散型での導入が求められます。そのため、市内の公共施設において、小規模分散

型市民共同発電所の設置を支援します。 
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(4)バイオマス燃料製造プロジェクト 

 ①プロジェクトの概要 

再生可能な循環資源であるバイオマスを活かし、地域の多様な主体と連携し、地域

内で生産から加工、消費まで担うことのできるシステムの構築を目指します。 

芋栽培参画者拡大 

六次産業化
製品開発・
販路開拓 

規格外品等
燃料利用 

地域自然エ
ネルギーの
発掘活用 

新たな雇用
創出 

●芋発電・熱利用 
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イモ発電勉強会「イモが日本を救う！」近畿大学生物理工学部教授 鈴木高広氏講演資料より 
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事業名 

•地域自然エネルギーを活用したまちづくり推進事業 

事業目的 

•湖南市地域自然エネルギー基本条例に基づき市民等出資による地域商品券配当型の
市民共同発電所が稼働している。太陽光発電においては、一次的な雇用のみである。
今回、イモ発電による地域自然エネルギーの発掘活用により新たに障がい者を含む
雇用創出支援を図る。 

事業概要 

•地域自然エネルギー事業委託 

•イモの栽培にかかる参画者拡大の為の周知・啓発事業 

•イモを活用した新たな六次産業化のための製品開発や販路開拓検討事業 

事業目標 

•イモ栽培の参加者数：100名 

障がい者の関わり者数：10名 

湖南市地域自然エネルギーを活用した 

まちづくり推進事業 
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芋空中栽培 

保育園・幼稚園・小学校・中学校・養護学校・福祉作業所・福祉施設 

・特養施設・東庁舎・保健センター・農園 合計２１箇所 
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芋エネルギー授業 
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(5)スマートグリッド街区のモデル的 

整備プロジェクト 

  湖南市域におけるスマートエネルギーシステム構想検討事業：採択 

エネルギーの地産地消・地域レジリエンスの構築を実現するため東庁舎を中心とし
たエリアにおいて、スマートエネルギーシステムを構築し、ディマンドレスポンス
を含むエネルギー需給管理を行い、市域に存在する再生可能エネルギーとの電力
ネットワークの構築に関する方策及び事業性について評価を行う。 

湖南工業団地協会スマートエネルギーシステム
導入検討委員会資料より 
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市民連続講座 
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今後の市民連続講座等の予定 

 空中栽培サツマイモ収穫祭・・・１０月３日 

 市民共同発電所見学会・出資説明会・・・１０月１８
日 

 こにゃん元気市場でのプロジェクトPR・・・１１月８
日 

 地域活性化フォーラム・・・藻谷浩介氏基調講演、事
例報告・・・２月２７日 

 春休み親子エネルギー学習講座・・・３月 
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